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ており、②その具体的な実践状況について記述 (1) 海外におけるPBLの実践状況の概観(表 1) 
がある、 19文献を選択した。さらに③明らかに 分析対象文献:1990年以前に発表された文献
表1 海外におけるP且の実践状況 (1/4)
The probl em-based 1 earn i ng An approach to i nternat i 0- Fast-tracki ng i n Problem-based learning in 
approach j n baccal aureate nal educat i oni n pri mary baccal aureate nurs i ng a home heal th course 1 ω 
文献 nursi ng educat i on:how heal th care刷 educat i on:one Canad i an (Bent 1 eyG. 1'.他，1996)
effective is it?71 (Edwards N. C.他， 1988) response to students wi th 
(Lewi s K.E.他，1987) advanced standing剖
(0' Mara し他，1996)





カナダ パキスタン カナダ アメリカ
ニュープランズウィック大学 アガハーン大学看護学部教員 マクマスター大学看護学部L ヅョーヅア医科大学看護学部
の4年生 12名、大学病院看護婦20名、 fast-trackプログラムコース の4年生
対象者 セントラルヘルス委員会 (看護以外の大学卒業生で、
Lady Health Visitor 4名 4年間のプログラムを3年間
で学習するコース)のl年生
18名
科目 成人看護(急性期) 記載なし Nursi ng and heal th 1 & 1 Home heal th 
期間/時間 毎週4時間、合計48時間 6ヶ月間 9時間/3回/週で、夏期の 記載なし
B週間実施
T.:>.ータ/記載なし 記載なし 記載なし 学生からもファシリテーター
グループ人数 を選出。














その他 特になし 特になし 特になし 特になし
.PBLで教育を受けた学生 -支持農者はコミュニティニー • fast-trackプログラムコー 記載なし
は、講義形式の教育を受けた ズのアセスメントプログラム スの学生の問題解決および推
学生と比較して、習得した知 の計画や実施等、プライマリ 論能力は、 2年次の1学期は
識、問題解決能力の違いはな ーヘルスケヲスキルを修得し レギュラーコースの学生より
結果 かっfこ。 た。 劣っていたが、 2学期には差







表 1 海外におけるPBlの実践状況 (2/4)
恥ltidisciplinaylearning in An interdiscipl inary problem-based l"ing problem-based learning to 
count i nui ngprof ess i onal educat i on: practicum in case managemcnt and prepare advanced practice 
文献 the Heart Heal th Nova Scot i a rural border heallh' 21 community health nurses for the 
exper i ence' 11 (Alack比K.他.1997) 21st century'幻
(Mann K. V.他.1996) (Ki ng M. G.他.1997)
地続健康専門職カ住民の心疾患問題に対 多領域の学問分野からのケースマネージ 地域の線々な複雑な健康問題を解決する









科 目 記載なし 記載なし Community Health Nursing 
婚潤V時間 2時間/回/趨のセッションを4週間実 10週間 記載なし筋。











等)、記車議員、 PBL実施前後の質問紙調 のクリニカルスキル、I1U制定i荷などを評 問題解決に必要とした時間の妥当性、学





その他 特になし 特になし 特になし
-参加者の大部分はプログラムに満足し -学生は問題となる情報とそれ以外の情 • PBLに対する学生の評価は全体的に脊
ており、ファシリテーターの関わり均湖 報を識別するζと、一貫性のある考えを 定的であり、深い学びが得られたと感じ
果的で、 PBLは楽しんで学習できる方法 表明することなどの推論技術が向上し ていた。
と評価していた。 た。また自分の専門領域に限定した仮説 -事例を用いることは、理論と臨床での
-他職種の参加者とセッションすること から、多領域にわたる幅の広い仮説へと 実践を結びつけることや討論の活性化に





































表 1 海外におけるPBlの実践状況 (3/4)
Teach i ngtool s. Probl em- Problem-based learning: an Problem-based learning: Probl em-based I earni ng: 
文 献 based I earn i ng' " outcomes study'" prepar i ngpost -RN students providing hopc for (Amos E. 他.1998) (附liteM.J.他.1999) f orcommun i ty-b箇 edcare'帥 psychiatric nursing?'lI 
(Edward N. C.他.1998) (Happe 1 B. 1998) 








アメリカ 同左 カナダ オーストラリア
対象者 テキサス・ヒューストン大学 オタワ大学看護学部の編入生 ディーキン大学2-3年生
看護学部編入生24名
科 目 記載なし 記載なし Community Health Nursing 精神看護学
期間/時間 2セメスター 同左 記載なし lセメスター
6時間/2回/週
lグループ8名 同左 • Iグループ8-12名 記載なし
テュータ/ -テュータは大学の教員と
グループ人数 Commun i tyHea I t h Nu rse 
Special ists (CNSs) 









①教員による学生個人の評価 (左記に加えて) 記載なし 終了時に、学習内容に関する
(ワークの質、内容とプロセ • PBL実施前後の学習スタイ 興味、学習内容の評価、 PBL
ス、実践への応用力、態度、 ルについて、 DavidKolb・s や模縫患者の評価、精神看護
ワークへの参加度について5 Learning Style Inventoryで 学に対する態度の変化などに










学生に自由回答式調査を実施 (左記に加えて) -大部分の学生は PBLコー ス 精神看護に対する知識や理解
した結果、 PBLによって得ら -卒業生は PBLは自尊心を高 を楽しんでいた。 が深まり、卒業後に精神看護




結 果 行う視点、⑤チームワーク能 ームでのアプローチ、マネー を調整していくスキルが上達
力、⑥研究文献をクリティー ジメント等のスキルを育成す した。
クする能力、⑦自尊樹青や専 ると評価していた。 -コミュニティへの援助の際
門職としての意識の向上であ • PBL前後の学習スタイルの に有効なリソースの活用方法






The nature of the probl em: the Evaluation of an educational game The intefration of problenm:basetI 
intentional design of problems to for h巴alth sciences students... learning strategies in distance 
文 献 faci 1 i tate di [ferenl levels口f “Let' s lIypot hes i ze" 1叫 educat i on20) 







グリフィス大学看護学部の全学年の学 マクマスター大学看護学部 PBLコース オタワ大学看護学部、通信教育過程の
生 の3年生。レギュラーコースと編入生 学生
の混合クラス。
科 目 カリキュラム全体 記載なし Community Health Nursing 
期間/時間
















記載なし テスト事例への回答数、正解数、正解 ①tModified Moore & Fitch Inventory 
率、模範解答に占める回答数の割合、 f orLearn i ngPref erence (理想的学習
回答のカテゴリーの広がりを調査。 環境に対する考え方)、② Heppner
評 価 Questionnaire (問題解決アプローチ
の選択傾向)、③ GroupProbl em-
Solving Questionnaire、④ PBL
Sat i sfact i onQuest i onnai reを使用して
評価。
特になし • Let' s hypothesi zeゲームは PBL中 冬季は対面式の PBLを実施。春季は電話
に学生が仮説を立てたり、学習事項を 回線にビデオとコンビュ ターを接続し
見つける能力を高めるために開発され た遠隔操作 PBLを2グループに実施。
その他 た、サイコロを使うボードゲームで、 El ectroni c-med i ated tutorは電話で介
学生は自分が当たったカテゴリーから 入。 PBL中、 lグループにはテュータが
事例の学習課題を考えたり、推測する 学生に会いに行った。
もの。
記載なし • PBLにこのゲームの要素を取り入れ • PBLの満足度は、全体的に対面式より
たことにより、従来の方法で実施した 遠隔操作 PBLの方が低かったが、 「テュ
場合よりもテスト事例への正解率が上 ータのフィードパックの満足」項目以











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































専攻科におけるテュートリ 専攻科におけるテュート Prob 1 emBased Lear n i ng Problem sased Learning 
アル導入の有用性と今後の リアル導入に際しての課 (PBυ の日本の看護教育へ の日本の看護教育への応用
課題"】 題." の導入、大学院教育におけ 一大学院教育における教授
文献 (増田美恵子， 1997) (増田美恵子， 1997) る教授・学習方法としての -学習方法としての有効
有効性をセミナーと比較し 性をセミナ一法と比較し
てS削 て3引
(小山賞理子， 1995) (小山員理子， 1996)
P B L導入の 自己学習能力の育成 理論と現象を結びつけながら統合的に学留するため
目 的
まサ 象 短大専攻科 大学院修士課程 l年生
手ヰ 目 母性看護技術 看護教育学持論H
期間/ 4回実施(1回目は 5-6時限使用、以降は記載なし) 後期週3時間x7-8週(1事例 3-4週)
時間 l事例を 3-4週で行う
テューター/ l名/7名 l事例目名/15名
グループ人数 テュータ I名が2Gを担当 2事例目名/7-8名x2G
課 題 各単元の到達目標を講たすような課題を作成 2事例実施
学習意欲をなくした看謙学生について
-知識は定期試験で評価。 -教授法としての有効性、学習への興味、学ぷ楽しさ、
方法 -論点の抽出・計画・問題解決・評価・グループ学習な 学習意欲の変化などに関し、 PBLとセミナ一方式を





































































































学習スタイル 15 David Kolb's Learning Style [nventory PBL後は問題解決的学習スタイルの学生の人数が増えた(有意差はなし)。
7 100問の選択肢問題試験 講義形式の学生と比較して差がなかった。
専門知識 1 半構成的面接調査 参加者はセッション自体から新しい知識は得なかったと回答した。
17 記載なし 精神看護に関する知識が増した。




ミックス/ 12 フォーカスグループでの発昌内容の分析 他職橿と協同するスキルが向上したとの発言があった。




コミュニケ 15 卒業生を対象とした半構成的面接調査 PBLはコミュニケーション能力を向上させたと回答があっション能力 fこ。
記載なし 講義形式と比鮫し、自ら進んで学習し、楽しく、深い学び
7 が得られた実感があるが、学習自体はハードだったと回答
























25.26. Pi ntr i chらの尺度を使用して自己学習方略、内発的 自己学習方略のうち認知方略の使用、内発的動俄付けは有
27.28 動機付けの変化を測定 意に上昇した。





25.26. 自己評価表(積極性)を使用し、 20項目6件法で評 積極性は有意に上昇した。
27.28 価












25.26. 自己評価表(協調性、関係性)を使用し、 20項目6 協調性は有意な変化がなかった。
27.28 件法で評価 関係性に関しては記載なし。




コミュニケー 36.37 自己評価表の自由記載部分に記載された内容の変化 対人技能を身につけた。ション能力 で静価
興味/
32 10項目5件法のアンケートで評価 約7審lの学生が興味を持ち、楽しく学習できたと回答した。
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